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木材接着 に関す る研究

第 1 報㌔

ヴイスコース接着剤に就での2-3の箕験 一
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▲最近木材接着剤の不足の為,次第に利用されつつあるものとしてダイスコース接着剤があげら

れる.従来より繊維素を原料とした接着剤には硝酸繊維素,轄酸繊維素があったが何れも溶剤が

高価な為に合板用の接着剤には不適であり,これに代るものとしで ディスコースの利用研究が行
1) i/)

われ現在造血三好氏のダイスコ-スの重合度と接着力の関係,中華民の老成並に熟成と接着力の
3)､

関係,硫化時間と接着力の関係等,叉帝藤氏の可使時間,耐水性,塗布量,樹樫,加圧力,乾燥

法の研究,林業試験場の堀岡氏等のアルカ1)濃密,圧搾獲,CS2 の使用量,熟成期間と接着力

の関係等,種､々の実験により今日ではダイスコース接着剤の利用法,襲造法の長所,紋点等が次
4) 5)

一第に明らかとなって来た.叉特許にも倉敷絹紙,｣鐘ヶ淵紡績のがありグイスコ.-ス接着剤の性能

の同上をはかつてV､る.これ等め研究によるゲイ71コ-ス接着剤の利用は茸白系接着剤原料不足

の軍国現状にとつ七福音と云わねばならぬであろう.併レディスコースの性質上撰者剤として利

用するには複雑な製造隙件や取扱に相当な注意が必要であって,Lからざる時には全 くその効果

が無駄とされるのである.この事はダイスコースが保存しに くV､為に現在の如く各工場単位で塞
l

遷する場合に特にノtl､掛ける必要がある.筆者はこれ等ダイスコ-ス製造中の諸匪件が接着力に及メ

ぼす影響につき予備的実験として2-3行った結果に就し､て報告しようと思う.

･実 ､験 項 目
＼

(1) 老成時間と接着力の関係.

(2) 低重合度セル-ロ-ズを原料としたダイスコ-スの接着力試験･

(3) 未老成ダイスコ.-スの繊維素含有率と接着力の関係.

(4) マーセル化の時のアルカリ濃度と接着力の関係.

(5) 各樹種別に依るダイスコース接着剤の接着力試験.

(6) 耐水試験.

(7) マーセル化と硫化を同時に行ったダイスコ-スの接着力試験.

これ等実験音溝,実験結果を次に述べる.
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甘 実 瀞 ､q 郵

(1) 老成時間と接着力との関係

(i) 実 験 日 的

接着剤用のダイスコ-スは人造絹糸用のダイスコ-スと類似の方法で製造されるのであるが

高重合のダイスコ-スの方が接着力が艮V,と云われて来た.従って重合度の低下を目的とする

老成工程は接着剤に対する限 りは必要でなく,有害であると考えられて来た様である.しかし

実際上全 く老成を行わぬものでは粘度が極めて高 く,塗布が困難である等の障害がある為老成

をせねばならた∨､.-従って老成時間と接着力の関係を知る必要があ り,筆者はこれ等の関係を

寧 日,1日,1日車,2日,2日車,3日,4日の7種につき検討し,そめ接着力に及ぼす影
Fl

響を調べた.

(ii) 実 験 倣 件

1.ダイスコース製造工程

原料 :人絹用パルプ

マーセル化 :17.5% NaOH浴比 15

2.5時間浸漬,温度200-220C

圧搾 :風乾パルプの2.5倍～2.8倍

粉砕 :綿状

老成 :老成時間は次の7橿

(A) 12時間 ′(年目)-

(B) 24時間 (1日)

(C･) 36時間 (1日牛)

(D) 48時間 (2百)∫

(E) 60時間 (2日牛)

(F)72時間 (3日)

(G) 96時間 (4日)

老成渦度 窒塩(25〇CT･270C)

碗化 :CS･3使用量･･････繊維素の 35%

硬化時間-∴-(B)(E) 3時間

(A)(C)3時間 15分 ..

(D)(G)3時間 30分

(F) 3時間 45分

～溶解 :17イスコ-ス中の繊維素7%全 7-jtJカ 1)4,90/なる如 く水及び苛性 ゾp-ダを加 える.

2.試験片製造工程
ヽ
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試 験 片 種 類

No./ i カ バ 3ply ダイス7-ス 42

･ No. 2 カ - 3ply ーディスコ ース 160

No. 3 カ バ . 3ply ダイスコ-~ス+大豆 グルー 60 .

'No. 4 シ ナ . 3ply ･'ディスコ-ス 42

･No. 5. シ ナ 3ply. ダイスコース . 60＼

但 しカバ,シナ草枕は 1.35mmのものである.

圧締圧力 10kg/cm2

圧締時間 18時間

乾燥日数 白兵整乾燥4日間

接着試験片 合板接着試験規格 (25mm'1の接着力を調べる)

引張試験機 シヨツパーの披物試験機

【謎】 ダイスコ-ス +大豆 グル-とあるのは ダイスコース ‥大豆 グルー-8:2で混合せ るもので,Ill
大豆グiL,-は豊年製油製で2.5倍の水を加えて溶解せ るものである.

(iii) 実 験 結 果

(IA)老成 l'2時間のもーの

(B)老成 24時間のもの

試`級 片 琴 着 カ (kg/cm2) I 平均接着力(7-'g/cm2)

-.No.I 16.'3 l6.6 17.0 16.7 17.0 16:72

Nb.2 l7二3 18.4 で 17.2 19.5 21.0 18.68

No.3 28.5 29.5- 29.8 33..0 16.1 27.38

Np.-4 7.90 5..1■3 7.76 7.6〔) 6.26 '6.93

No.5 日.2 10.3 9.5 8.95. 9.8 9.95.

(C) 老成 36時間のも(,I))

試 験 片 接 着 ,カ (kg/Cmq) 卒均接着力(kg/cm2)

〔No.1 8.18 ー _9.70 ･9.01 6.97ー 7.36 .8.24

No.3 25.051 17.3t6 TX-17.05~ 20.32 ､20.753.35 -,20.17.
No.4 2.85 5.50. 5156 2.22 ･4.b3

No.5 3.66. 3.75 3.82 &89 3:69
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(D) 老成 48時間のもの

(E)一老成 60時間のもの

(F) 老成 72時間のもの

読 按

(G) 老成96時間のもの

按

【託】･町 王材質示一部破壊せるものである.
算 - 図

老成時間と接着力との関係
(1)カバ Ty'ィスコース
r2) ′/ ′/

(3) I/ ダイスコてス+大豆 グルー
(4)シナ ダイスコース
(5) // ディスコース
(6) ･ソ ダイスコース+大東 グルー

○

- .東成 嬉 61 1}● 36 ～& さ0
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木 材 研 一究 俸6号 (昭26)

(iv) 実験結果の考察

グー77の如 く接着力は老卿 寺間の増加と共に減少する傾向があるが,実際問題として未老成

ダイスコースでは粘度が高 く･塗布困難である･従って老成をする事によけ イスヲ丁_スの粗

度を下げねばならなV:が,この実験により大体●2百位迄は安全な様である.老成は温度により

影響される事が非常に大きく温度の上昇と共に繊維素の酸化作用が促進され老成効果は著しく

短縮されるのであろが,この実験では老成温度を一定にせず室温に放置せる為に正確とは云え

ねが虞夏で2日位は安全と考えて良い.

叉カバとシナとではそ.の接着力に大差があり,シナの接着力は著しく憩い･しかレディス｡

p-スは大豆グル-を混用する事によ.りカバ,シナ共7,'C良好な接着力を示し,従って可使時間に

も経済的にも有利となると考えられる.

シナめ不着の原因は解剖学的に見ても種々考えられるが今後研究せねばならぬ事と思う.

'塗布量も 42g/尺'Zより60g/尺2の方が大体良い様である▲オ準 確に区別出来ず,むしろ大畠

_がな∨､と考えて良いと思われ る.

(2) 低葺合度セルローズを原料.tしたダイスコ.-スの接着力試験

(i)~笑 験 目 的

従来のダイスーコース接着剤は繊維素の重合度の高∨､もの程接着強度が大であると云われてい_

るが,接着力を合板の勢断試験で調べてみてはダイスコ-スより再生されたセルロ-ズが引張

･に強小事も大切であろうが,強いセルローズが木材に附着するカも大でなければ結局,接着剤〟

と木材の閲で切断され接着功は弱小と云う事とな る . 従って附着力を上げるには接着剤が木材

によく港透せねばならず,こオu乙は高重合度,高粘度のグイースコースより低重合度',低粘度の

ダイスゴスの方が良いのでは卑いかと考えられ,-極端に重合度を低下させる為にヒドロセルtz

-ズを原料としでダイス:コ･-スを作 り,その影響を調べた.-

(ii) 実 験 方 法

ヒドロセルロ.-ズと普通人絹用ノiJルブよら製造せる.1rイチコ-スを比較L,た･

1.､ヒ下｡セルロ･-ズの製造

1%塩酸溶液にパルプを浸漬後磁奥滋斗で充分塩酸を除き 60〇一ナ70oCで数時間恒温槽中

で加熱乾燥する.

2,ダイスコス製造棟件
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⊂託つ ヒドロセルロ-ズの老成 1日げ室泣 160-17ocである･

3.試験片製造棟件

試 験 片 棒 赦

番 号 l材

1

2

3

4

5

6

N｡
N｡
N｡
恥

N｡
N

ト
.
1y
h
･
レ
..,1h
1y

p

nr
D
.
p

hr
P
l

3

3

3

3

3

3

'''
','
'''
.I/
','
./I

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

接 着 剤

ヒドロセルロ-ズ老成のもの

ヒドロセルローズ未老成 1日のもの

人絹用パルプ禾老成 セルローズ濃匿80/Q'Dもの

人絹用パルプ未老成 'セルローズ濃匿4-0/Oのもの

人絹用パルプ禾老成 セルローズ濃度2%のもの

人絹用パルプ未老成 セルロ-ズ濃度 1%のもの

塗布量(g/尺写)

0

2

2

2

2

2

3

4

4

'4

4

4

使用単板 :カバ 1.35mm 単板

圧締圧力 :10kg/cm2

圧締時間 :18時間

乾燥 日･数 :自然乾燥 2日間

(iii) 実 験 結 果

(iv) 実験結果の考察

低重合度セルローズを原料 としたダイスコ-スは粘度が非常に低 くセルローズ濃度が 10%

のヴイスコースでは殆んど水の如 く 50/oo/のセルローズ濃度を有す るダイスコ-スで多少粘度

を有す る程度であ り, その接着力も 10kg/cm2以下で弱 く., 疲着面に再生された繊維素 も臆

くて弱いものである.これに反 して人絹用パルプより作ったダイスコースは粘度高 くセルロド

ズ濃度 8%では塗布困難, 4%でやや困難な程度で,塗布可能な 2%, 1%では接着力が低い.(I

しかし同じ接着力を得 る時未老成ヴイスコースの方が経済的に有利で低重合度セルローズの利

用は不利である. 低重合度セルローズ を原料 とした ダイスコ-ス よ り再生され る繊維素は錫
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′く,良 く港透せるにもかかわらず接着力が低下するのであろう.硫化速度は低重合度セルtl-

ズを利用せる方がはるかに早 く,殆んど2時間位七溶解状態となる.
0

(3) 未老成ダイスコースめ繊維素含有率と接着力の関係

(i) 実 験 日 的

未老成ダイズコ-スは粘度極めて高 くダイスコ-̀ス中のセル.,-ズの濃度が8%以上ではと

うてい塗布出来ない.そこでゲイtスコ-ス中のセルロ-ズの濃度と接着力の関係を知 り,これ

の対策を知ろうとしたものである.

なお駄科として α-セルローズの含有量の高い滑紙と人絹用パルプの2種類を用＼′､た.

(ii) 実 験 方 法

1.ヴイスコース製造棟件

原料 :渚紙及び人絹用パルプ

アーセル化 ‥17･5%苛性ソ-ダ溶液に2時間浸漬する･

浴比 10,浸漬温度16-170C .

圧搾 :'風乾パルプの重さ9 2･5-2･･6倍

粉砕 :微少紙片状

老成 :行わや

硬化 :CS2 を繊維素の32%加え18時間故意する

重視 170-18?C

溶解 :繊維素濃度が7一%,4.6%,3.･5%,2.3%となる様に水を加えて溶解する.

2.試験片製造俸件

使用単板 :カバ1.35mm

塗布量 :42g/尺望

圧締圧力 :10kg/cm2 ＼

圧締時間 :18-時間 I

乾燥 日数 :白然乾燥5日間

試験片 .'75mmx25mm の合板に 25mmFZの切込みを作って引張試験を行う.A

(iii) 実 験 結 果

26
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実際塗布に艮V,濃度は2.5%程度の放稚索を含む.ディスコース故2.5%の濃度を持つヴイス

コースを塗布量を変化させて接着力に及ぼす影響を調べた.

叉滅紙嘩用ヴイスコ-ス (･繊維素濃度7%のもの)人絹用パノLプ使用ヴイスコ-ス (繊維素

濃度 7%のもの)を1日熟成の後に接着した緬某は次の様である.

(iv) 実験結果の考察

未老成 ダイスコ-スは粘度が高い為に 繊維素の含有率が 2.5% 越えるものでは塗布が困難

であ り,-%の程度では接着力が 7kg/cm2 で低V.,.これに対してはダイスコ-ス溶解時にアル

カ1)液を加えて粘度を下げ破綻素濃度を高めるか,叉は2.5%の繊維素含有ヴイスコースに充

嘆剤を混入する方法が よいと思われる.充喋剤として80メツシ-の木粉をヴイスコニスの約

7%混入し 9.2kg/cm'･の接着力を得た.又大豆グル-粉をダイスコ-スの6%混入して 11.

7kg/cm'1の接着力を得た. 従って未老成ヴイスコ-スでは繊維琴含有率が 2･5%程度迄稀め

ねば塗布は出来ず,･叉これでは接革力が低V,故これに大豆グル-等を混合して利用する｡方が艮

い.

叉塗布量は.40-30g/尺2位が最適であり,熟成 1日により多少粘度の低下は見られるが接着

力が低下する.

原料としてはα-セルローズの多い波紋の方が接着力強 く叉硬化も行われ易い様に思われる.

(4) マーセル化の時のアルガリ濃度と接着力の関係

+ 也
(i) 実 験 日 的

人絹暴追の場合はマ-セル化 の時のアルカ.)濃度を17.5%の苛性 ソ-ダ溶液を用いていえ

が,接着剤とするダイスコース七はその中に多少の未溶解繊維の存在する事は許されると思わ

れる.従って最初のマーセル化の時の苛性 ソーダ濃度は多少低下しても差支えないものと予想

される.接着剤の経済的に有利に作 る上からも検討の必要がある.
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(,ii) 実 験 方 法

II.ヴイスコース製造味件

原料 :人絹用パルプ

マ-セル化 :17･5%苛性ソ･-ダ溶液と14%苛性ソーダ溶液.VF･2嘩間浸漬する･

浴比15.浸漬温変170C-

匡搾 :風乾パルプの2.6倍迄圧搾する.

老成,:行わや

硫化 :CS2をパルプの59%加え 250Cにて3時間行う.

溶解 :繊維素含有率7%,3.5%の2種を作る.

2.試験片製造僚件

使用単板 :カバ 1.35mm 単板

塗布量 :42g/尺2

圧締圧力 :10kg/cm'Z
●､

圧締時間 .･18時間

乾燥日数 :寧日400Cにて人工乾燥
●
試験片 :合板接着試験規格に依る

(iii) 実 験 結 果

17.50/o苛性 ソ-ダ溶液にてマ-セル化したTディスコ-ス0)接着力 (卒均接着力 kg/cm2)

ニ∴ ~~-:'lt･∴ ∴ 二三:三 Ii二_i -;:三 二三:二 二 二

140/o苛性 ソ-ダ溶液にしてマ-セル化したダイスコースの接着舟 (平均接着力 kg/cm2)

塁 __竿 孝子iyoo,0.日 160'･?3 日 喜'･目 黒 .L.___封 ⊥ 宣 1 二還 ー

(iv) 実験結果の考察

実験結果の示す様に マ-セノリヒの時た14%の苛性ソ-ダ溶液を使用した方が接着力が強 く

三現われている.

マ←セル化の陣の苛性ソ-ダ濃度の低下した方が接着力の強V､ダイスコp-スが出来るとはこ

の 1回の実験では判定しに く∨､が多少濃度が低下しても差支えはなさそうである.繊維素がア

ルカ1)浸漬によりアノtbカ1)セルロ←ズ となるのは大体アルカ1)濃度が 11-12%程度で艮V､の

であるが, パルプ中の水分を考慮し七 それ以上の濃度射吏用するのである.従って17.5%の

苛性ソーダ溶液に浸漬して 多少濃度の低下した苛性ソーダ溶液でも14%程度ならば使用して

蓋支えた＼ハと思われる.

(5) 各樹橿別に依るダイスコ｣ス接着剤の接着力試験

28



舘･木村 ･山本 :木材接着に関する研究 算1報

(i) 実 験 日 的

ダイスコ-ス接着剤を実際もと適用する場合に樹種に依 り接着力に相当差があるちの故,その

性能特性を知る為である.

(ii) 実 験 方 法

1.ダイスコ-ス製造僚件

原料 :人絹用パルプ･

マーセル化 :17.5%苛性 ソーダ溶液に2時間浸漬する

浴比 15

圧搾 :風乾パ ルプの2.6倍迄圧搾する･

老成 :42時間室温放電する.温度 (220-25OC)

硫化 :CS2 を風乾パルプの 50%加え,6時間 220Cの温度で硫化する.

溶解 :ヴイスコース中の繊維素濃度7%全アルカ1)畳4%となる様溶解する

2.試験片製造僚件

使用単板 :カバ,セン,シナ-,ヒノキ,ヤツ,夫々 1.35mm 単板

塗布量 .･35g/尺2

圧締圧力 :15kg/cm2

圧締時間 :18時間

乾燥日数 :2日自然乾燥

試験片 :合板接着力試験規格に依る

(iii) 実 ･験 結 果

l 試 験 片

カバ 3ply

-tI>' 3ply

シナ 3ply
ヒ ′キ 3ply
で ツ 3ply
ニレ表 シナ芯
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(iv) 実験結果の考察

衰成 42時間行ったダイスコ-スは粘度低 く, 繊維素濃度が8%でも塗布可能である.カバ,

センは接着力良好であるがシナ,マツは著しく接着力が弱 く次いでヒノ千も接着力不充分であ一′

る.これの原因は種々検討すべきであるが対策としては大豆グ,I,-等の混入によりある程度補

い得ると思う.

(6) 耐 水 試 験

(i) 実 験 日 的

グイスコースの接着剤としての性能を知るためである.
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(ii) 実 験 催 件

実験に使用せる試験片はこれ迄行った合板の:一部で,試験方法としては合板を5日間冷水中

に浸液後風乾させ,白然乾燥 3日後に試験を行った.

(iii)･実 験 結 果

の 涯耗使用繊維素濃定4･60/o末老成ディスコース･塗布量 42g/尺コ

試 験 片 接 革 カ (kg/cmヲ)A 平均接着力(kg/cme)接着力低下率(9/a)

㊥ 膝紙使用横棒素濃匿4･60/n木粉60/o混入宋老成ダイスコ-ス塗布量 42g/尺2

試 験 片 按 着 寿 (kg/cm2) 平均接着力(kg/cm2)接着力低下率(a/o)

湊 潰 嗣 7.8_ 8.8 ～ .7.7 8.2 8.13.. ll.7

◎ 人絹 パノンプ使用域稚素濃匿3,･50/o未老成ダイ,-/3-ス塗布量 42g/尺2

人相パルプ使用繊維素濃匿7グム未老成ディスコ-ス熟成1日塗布景 42.g/尺2

① 擢紙旋用繊維素濃匿3･50/o未老成ディスコ-ス塗布量 42g/尺2

接着力低下率総平均 (形)1 15.5

(iv) 実験徳巣の考察

耐水力は摩れてお り平均 15.5一%の接着力の低下を示している. これはダイスコース より再

生された繊維が耐水性がある為と考えられる.
l

､｣

(7) ァ-セノ可ヒと硫化を同時に行ったケイスコ-スの接着力試験

(i) 実 験 日 的

普通のゲイÅコ･-スの製造にはアルカリに浸漬してこれを圧搾してアルカリを除き粉砕し老

成の工程を終えて硫化されるのであるが,この間の工程は相当に面倒であ り接着剤として利用
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するのな.らぼ,･これ等工程をもつと簡単にして硫化とマ-セル化を同時に 1つの弓幾城で行いた

V,為である.

(ii) 実 験 方 法

1.硫化 :人絹用パルプを粉砕せるものに CS2を風乾パルプの50%を入れ密閉し2日･間数

竃する.

2.アルカリ混入 :17.5%の苛性ソーダ を風乾パルプの3倍量を加える.密閉のまま3時

間数旗する.反応は早 くパルプは変色するも周壁につV:たパルプの硫化は困難で

パルプ状に残る.

3.溶解 :適当放水を加えて溶解させ,ダイスコース中の繊維素漉度6%とする.･硫化不充

分のパルプが分散し末路解繊維が相当に存在する.

4.接着 :カバ, -レ, シナ,夫々 1･35mm の単板を用V､る塗布敷革40g/)ミ2 圧締圧力

10kg/cm2圧締時間18時間白然乾燥 1日後に合板接着試験規格に依 り試験する･

(iii) 実 験 結 果

牢 鹸 可 接 着 力 (kg/cm2) 庫 均接着力(kg/cm2)

(vi) 実験結果の考察

ヴイスコ-スは完全に溶解せる繊維が浮遊する為に粘度も低 く又接着力も惑い.この方法で

CSrLを始鋸 こ入れたが実際の反応はアルカ1)の混入によりセ).Lロ.-ズがアルカ1)セノLロ-ズ化

して,それが CS2と反応して一部剰 ヒLでブイスコース となった様で,この方接で.は少々無
理と思われる●

ln 総 括

ダイスつ ･-ス接着剤製造に関する予備軍験の結果大体次の様な傾向が うかがい得られた.

1) 原料には逓紙等の α･セルローズの含有量の多いものの方が良い.

2) マーセル化の時の苛性 ソーダ濃度は14%円外でも大V､した不都合はない.

3) 未老成ダイスコースは粘度が高きに過ぎ,塗布が困難であり,実際の使用すろにはこれを

稀めねぼ適当な粘度とならない.例えばセルtz-ズ含有率を3%まで稀めると粘度は適当と

なるが,接着力が落ちて iokg/cm'2円外となる.従って未老成 17イスコ-スを実際的に使

用する場合は適当に水で稀め,それに大豆グル-等を混入して使用する様な方法を講ずる事

が必要である.

4) ヴイスコースは叉余 り低重合度のものも接着力が落ち,且不経済である.

5) 従って適当改憲合皮のダイスコ-スが最も理想的であ り,その程度が問題である.
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lid
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6

･7

老成時間は温度の影響が大きいが虞夏で2日位は大体安全で接着力が良い.

ダイスコース接着剤は単独使用するよりも,これに適当に大豆グルー等を混入する事はよ

くその接着力の点に於V,ても,可使時間に於いても且つ,叉経済的に見ても色々利点がある

と考えられる.
∫

8) ヴイスコース接着剤は単独に使用する時は, 樹種に依って接着力に大小が 起き易く,カ

バ,七ン等は良いが･/チ,マツには不適である.しかし,シナ,マツ等に対しても適当に大

豆グルー等を混用する事に依って,その紋点はある程度補い得られる.

9) ヴイスコース接着剤は耐水性は可成良好である.

10) マーセル化と硫化を同時に行って作ったダイスーコ-スは溶解度惑 く,充分な接着力が得難

∨､.

以上五 ディスコース接着剤に関す早予備実験の概要を終るが,これ等実験によりヴイスコ-ス

接着剤製造の困難を痛感すると共に叉一方,我国の現状に於ける茸白系接着剤の不足,又高価な

合成樹脂等の接着剤使用による経済的不利等を考え合せ,安価なしかも優れた接着力と耐水性を

有するヴイスコ-ス接着剤の実用化に更に研究努力せねばならぬと思うものである.17イスコ,-

ス接着剤としての欠点である成品の不均一性,保存期間の短､J､事,汚染の問題等更に捉本的に研

究せねばならない:シナがヴイスコ-ス接着剤では接着不良となる原野 こも研究すべき事が多い

と考えられる.

(本研究に当･り種 御々稼動を賜った梶田所長に対し深甚なる謝意を表チ-るものである.)

Summary

(1) Highα-contentpulpsuchasfilterpaperorrayonpulpissuitabletoadhe-

SIVe.

(2) ConcentrationofNaOHatsteepingpulp-maynotbe17.5%, 14% NaOH is

aswellas17.5% NaOH

(3) NonmaturatingViscoseissuitable.･toadhesive,buttheviscosityofthis

Viscoseistoohightospread,thereforeitisnecessary.todiluteituntil3%

～cellulosecontentandtomixwithanotheradhesivesuchassoyabeanglue.

(4) Jtisseemedthatthereisttheopti血um pointofpolymerization-degreeof

cellulose(inViscose).

(5) Lowpolymerization-degreeViscoseisnotsuitabletoadhesive.

(6)Thematuratingtimeisgreatly influencedbyroQm-temperature, butin
su111nler,after2daysthestrengthofadhesiveisnotdowr】ed.

(7) MixinggluewithViscoseadhesivehavegoodeffectnotonlyonthequality

ofadhesivebutonotllerpoints,especiallyeconomically.
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